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会秋の見学旅行予定表
晩オ

日程  平成23年 11月 H日 (金)～ 13日 (日 )

集合  JR東 日本 大宮駅  8時 15分 南改札日前

8時34分発 つばさ127号に乗車  (lo時23分 米沢駅着)

解散  JR東 日本 仙台駅  15時頃

13時36分  山形駅発  → 14時56分 仙台駅着

見学予定先

見 学 場 所  ~ 住  所 電話番7

11/11

米沢市上杉博物頭 米沢市丸の内12■ 0238-26-8001
上杉神社 米沢市丸の内1413 0238-22-3189
松岬神社 米沢市丸の内1360 0238-22-3189
(昼食)吉 亭 米沢市門東町1346 0238-23-1128
上杉家御廟 米沢市御廟1530 0238-23-3115
旧高畠駅跡 (高 畠広場 東置陽郡高畠町高畠15682
うきたむ風土記の丘考古資料館 東置賜郡高畠町安久津2117 0238-52-2585
日向洞窟遺跡 東置lll郡 高畠町
稲荷森古墳 南陽市長岡1175

宿泊 はまあかり潮音閣 鶴岡市湯野浜1-26-4 0235-75-2134

11/12

城輸柵跡 酒田市城輪地内 (本楯地区) ~
酒田市立資料館 酒田市一番町816 0234-24-6544
本間家旧本邸 酒田市二番町12-13 0234-22-3562
旧鐙屋 iEEfi+ryr-r4-20 0234-22-5001
山居倉庫 (庄内米資料館) 酒田市山居町118 0234-22-1223
(昼食)食 彩旬味 芳香亭 酒田市山居町1120 0234-21-1036
致道博物館 鶴岡市家中新町10■ 18 0235-22-1199
藤沢周平記念館 鶴岡市馬場町46 0235-29-1880
庄内藩校・致道館 鶴岡市馬場町1145 0235-23-4672
旧風間家住宅 「丙申堂」 鶴岡市馬場町 1～ 17 0235-22-0015
羽黒山神社 (五重塔 。三神合祭殿 ) 鶴岡市羽黒町手向 0235-62-2355

宿泊 ヒルズサンピア山形 山形市蔵王飯田637 023-631-1555

11/13

立石寺 (山 寺 ) t\frrfiU+44s6-- 023-695-2843
山寺芭蕉記念館 山形市山寺字南院4223 023-695-2221
山形県郷土館 文翔館 山形市旅篭町34Л 023-635-5500
最上義光歴史館 山形市大手町153 023-625-7101
山形市郷土館 (1日 済生館) 山形市霞城11 023-644-0253
山形県立博物館 山形市霞城町18(霞城公園内) 023-645-1111
(昼食)駅弁を車内で食デ

~~~~~



秋の見学旅行 参加者 各位

平成23年 H月 吉日

まほろば会 幹事

秋の見学旅行の資料送付について
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2011左F まほろば会秋の見学旅行資料
晩秋の出羽路 (山形四都物語)

平成 23年 11月 11日 (金)～ 13日 (日 )



山形県 (やまがたけん)は、日本の東北地方南西部の県。日本海に面する。県庁所在地は山形市。
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山形県の名前の由来
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山形 (山形
市)の気候

東京の気候
(参考)

山形県の概要
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山形県の歴史
【原始】

今から約3万年前頃 (後期旧石器時代)に大型哺乳動物 (ナ ウマンゾウ、オオツノシカ、ヘラジカなど)を狩
猟する人々が山形に現れた。その時代の遺跡 として最上川 (真木遺跡朝 日町)や荒川 (荒川遺跡小国町)・
赤川などの主要河川やその支流 (明神山遺跡寒河江町寒河江川)の河岸段丘上に100カ 所以上見つかつてい

る。それらの遺跡からは、槍先に使 う斜軸尖頭器や木の枝や骨に溝を付けそこに埋め込み利器 とした石刃な
どの狩猟用道具が多く発見されている。
また、県内一円に縄文時代の遺跡が確認 されている。今でも日本一のブナ林を有するが、当時は平地も豊か

宣色整危吉象量喜務奎曇秀里1県F奮轄1吾雰蔀進屏れ尋弗脅泉Ъ
このあと、稲作を中心とした弥生文化が伝わるが、
ついては、本県南部 と官城県南部を結ぶ線が北限と

鵬ち鱗ざ番撃義鵜 認 L年後
鋼 瓢 催 h檄 靱 朧 蹄 鶏 淵 躙 蹄ねキ その四年後、陸奥国から最上 (現在の村山、最上

形県の範囲で成立 し、だんだんその領域を北へ、秋田県側に仲ばしていつた。             1～

でた、めでたの若松さま」 と花笠音頭にも唄われる若松寺
(じゃくしょうじ :天童市)、 山寺として全国に知られる立石寺 (り つしゃくじ :山形市)や秘仏の宝庫、慈恩
寺 (じおんじ :寒河江市)な ど、今に伝わる古栄」も開かれている。
飛鳥から平安時代にかけては、奈良や京都といつた中央の権力に山形県が組み込まれていくときでしたが、
平安末期の山形県は奥州藤原氏の影響下にあったものと見られ、義経伝説が庄内、最上地域に多く残されて
いる。

【中世(鎌倉・室町・戦国)】

鎌倉時代に入ると、奥州藤原氏攻めに功績のあつた関東武士団が県内各地の地頭に任命 された。こうした村
山、置賜地域の大江氏 (寒河江氏、長井氏)、 庄内地域の武藤氏 (大宝寺氏)な どは、初めは代官を置いて統治
していたが、次第に県内に定着するようになり、苗字に地名を掲げるなどして地方領主となっていった。
室町時代の南北朝の混乱期、宮城県北部に本拠を置く奥州管領の斯波氏は延文元年 (1356年 )に斯波兼頼を羽
州管領 として山形に派遣 した。斯波氏は当時最上と呼ばれていた山形を本拠 としたので、苗字も最上氏と改
め支配を広げていき、戦国期には最上義光が出て、村山地域から、最上、庄内地域へと北方に勢力を拡大 し
ていった。
一方、福島県北部が基盤の伊達氏は宮城県南部を経由して置賜地域に進出 し、戦国期にはその本拠を置賜地
域に移 します。永禄10年 (1567年 )米沢城に生まれた、独眼竜の異名を持つ伊達政宗の代になると、置賜地
域、宮城県市部、浜通 りを除く福島県を版図とする南奥州最大の大名 となるが、豊臣秀吉の命により宮城県
にお国替えとなった。

【近世(江戸)】

天下分け日の関が原の戦いを受けて、慶長6年 (1601年 )、 置賜地域には、敗れた西軍方の上杉景勝が会津から
移 され、執政の直江兼続 とともに領国経営にあたった。
置賜地域を除く山形県は、

1622年 )に 等 と
直轄領 (天領)に 分割 されることとなる。こうして、庄内には酒井氏、新庄には戸沢氏が入 り幕末まで藩政を
布 くこととなるが、山形には鳥居氏が封じられるも統治は長く続かず、幕末まで領主が13回 交代した。ま
た、山形周辺の村山地域の大部分は北日本一の広さと言われる天領 とな りました。
天領からの米の積み出 しや 「最上紅花」などの特産品で最上川舟運は盛んになり、西廻 り航路の開設により
酒田湊は日本海随一の活況を見せるようになる。国内有数の商都 となつた酒田には、日本一の大地主、本間
家が生まれ、三代 目の本間光丘は庄内砂丘の植林にも努め、公益の人 として賞賛されます。また、米沢藩で
は九代藩主上杉鷹山が疲弊 しきった藩財政の立て直 しを進め名君 と尊敬を集めた。

【近現代(明治。大正・昭和`平成)】

行政区域に注目すると、県内の藩は、明治4年 (1871年 )の廃藩置県により7県 (山 形、米沢、上山、天童、新
庄、大泉、松嶺)に置き換えられるが、その後の統廃合により、明治9年 (1876年 )8月 21日 、現在の山形県が誕
生する。
市町村の状況では、明治H年にはH郡 336町1,223村であつたものが、明治22年4月 に市制・町村制が施行され
ると、山形、米沢は仙台など全国29の都市とともに初めての市とな り、県下は2市、8町 (宮 内、長井、上山、
天童、新庄、酒田、松嶺、鶴岡)、 212村 となった。
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米沢市概要 (山形県HP等より)
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松llT神社

松岬神社 (ま つがさきじんじゃ)は、山形県米沢市に鎮座する
神社。上杉神社の摂社。
松が岬公園 (米沢城の二の丸址)に位置 し、上杉氏 2代 (初代
藩主)の景勝、十代で米沢中興の名君鷹山公、鷹山公の師細井
平洲、米沢建設の恩人、直江兼続、米沢藩復興の功臣竹俣当
綱、在戸善政の 6柱を祭神とす る。明治に入ると上杉謙信の祠
堂を改めた上杉神社に合祀された米沢藩中興の大名・上杉鷹山
は、明治35年 (1902年 )に上杉神社が別格官幣社に列せられる
に際 し、米沢城二の丸世子御殿跡に設けた摂社 「松岬神社」ヘ

遷されることとなった。大正元年 (1912年 )9月 28日 には神段が
造営され、県社に列 した。あわせて神餞幣公料供進神社にも指
定された。大正12年 (1923年 )4月 に米沢藩二代上杉景勝、また
米沢市制施行50周年にあたる昭和13年 (1938年)には、景勝の
家老である直江兼続、鷹山の師・細井平洲、鷹山の下で活躍 し
た竹俣当綱 。在戸善政を合祀 し、現在に至る。

は上杉神社に隣接する米沢城二の丸跡地に位置する、複合文化
施設。国宝 「上杉家文書」 「洛中洛外図屏風」をはじめ米沢と
上杉家ゆか りの文化財を数多 く所蔵 してお り、 「みて・ふれ
て 。たのしむ」をコンセプ トに歴史を五感で体験できる常設展
示室、多様なジャンルの展覧会を開催する企画展示室のほか、
体験学習室や情報ライブラリーを備え、多様な歴史・文化体験
が可能となつている。
常設展示室では上杉の歴史と文化を中心とした「江戸時代の置
賜・米沢」を主軸に構成 されてお り、企画展示室では、置賜の歴
史、上杉文化など歴史や美術に関する企画展や、郷土ゆか りの
作家や作品を取上げた展示を行っている。

吉亭は大正 8年 (1919)の米沢大火直後に米沢織織元吉澤邸の
屋敷として建てられた建物です。敷地は江戸時代には米沢藩の
家老だった甘粕家の屋敷跡で本屋から見える趣のある庭園はそ
の当時のものを継承 し「甘粕庭Jと 呼ばれてい る。本屋は木造
2階建て、寄棟、瓦葺き、門は江戸時代末期に建てられた薬医
門形式、本屋 と同じく大正 8年 (1919)に 建てられた 3階
建て地下 1階の北側土蔵、江戸時代に建てられた上蔵がそれぞ
れ国登録有形文化財に指定されている。

上杉家廟所 とは、山形県米沢市にある米沢藩歴代藩主の墓所で
ある。昭和 59年に国の史跡に指定。史跡の名称は、米沢藩主
上杉家墓所 とい う。元和9年 (1623年 )景勝が他界すると現在の
廟所に埋葬され、以後十二代藩主までここに埋葬される。 明治
政府の 「廃城令」に伴い米沢城は解体され、謙信の霊柩も当地
に移ることとなった。現在の廟所は謙信霊廟を中央にして、そ
の左右に歴代藩主の霊廟 (墓所)が厳かに立ち並んでいる。二
代景勝から人代重定までは、火葬での埋葬が行われ、御堂は入
母屋造 りの建造物である。さらに九代治憲から十二代斉定まで
は土葬 となり御堂も宝形造 りとなっている。治憲の倹約令によ
り、構造も簡略化され材質も落とされている。 藩主ではない
が、治憲の実子で十代治広の養嗣子であつた顕孝も共に祀られ
ている。また、明治以後に死去 した十三代斉憲からは東京に墓
所がある。樹齢 400年 と言われる杉の木立と相まって静かで
神聖な雰囲気を感 じさせる。

米沢市上杉博物館

れ

上杉家御廟所



高畠町概要 (山形県HP等 より)
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1968年 当時の高畠線停車駅一覧
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南陽市概要 (山 形県HP等 よ り)

南陽市は山形県内でも早くから開け¬
上野)には4世紀に造 られたと推定そ
長岡)は山形県最大級 とされる古墳¬

鎌倉時代の置賜地方は御家人だったリ
につれ伊達氏の影響力が強まり、戦ロ
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最上川を遡つた内陸部に米沢盆地がある。
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として墳形を艮く残 しているものである。調査により葺石の一部や後円部
築成前に破砕 された土師器のllp部が検出されている。またくびれ部は中世に土 =(*1)墓 として利用されたざに土 =(*1)墓 として利用 されたこ
ともあり、陶器片や人骨等も検出されている。出土土器や大規模化 した古墳の形態から5世紀代に属するも′、 し ‐ ら ′ ム っ´、、フのと考えられている。

稲荷森古墳



酒田市概要 (山形県HP等より)
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を統治していたものの、戦国末期になると武藤氏σ
寺氏は急先鋒となりそれ らをまとめ上げ、また最」
後の酒田市は混沌を極め、最上氏と上杉氏が交互に
和 8年 (1662)に 最上家が改易とな り酒井家が 1〔

城令の中酒田市にある亀ヶ崎城だけは例外的に認ν
われる事になった。特に酒田市には古くから奥州蒲
が自治組織を作 り上げ、中には鐙屋や本間家といて
河村瑞賢が西回り航路を整備すると酒田港は北前珈
や紅花や青砥といった商品作物も一手に取り扱 う』
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酒田市考古資料館

本間家 1日 本邸
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鶴 岡市概要 (山形県HP等 よ り)

鶴岡市は中世、武藤氏が築いた城下町である。戦恒
るが、近世大名としての磐石な基盤を築く事が出,
の侵攻を受けることとなった。武藤氏は当初、大」
郭の築城が必須とな り大山の地を選んだ。後に上オ
関ヶ原の戦い後は最上氏が支配 し鶴ヶ岡城の改築

^改易、その後は酒井氏が 13万 8千石 (後 14万 7
藩を立藩 した。酒井氏は現在の鶴岡市の基礎 となζ
行ってきたが、 5代忠寄が老中となり日光東照宮
財政が逼迫することとなった。庄内藩は酒田の本犀
び藩政は安定するが、天保 11年 (1840)庄内藩σ
の松平氏を庄内へとい う三方領地替えが持ち上がィ
え取り下げを直訴するという前代未間の事件が起こ
てる。

れないが、 仏閣や、藩校である致道館、旧西田
ク教会天主堂、大宝館などの洋風建築を数多く見ることができる。

こは古い町 みはあまり
旧鶴岡警察署、鶴岡カ トリッ

層′需察豊λ賃鳳班寒タツ「京電写億寒菫8酒痛菖最1:告なた
場所であ り、旧藩主家当主酒井忠良が土地建物を所有 してい
た。

る。

敷地一帯は鶴ヶ岡城の三の丸にあたりる。

ti::自 J]I:|[iittFli∫

｀
会記逸勇2言奮11足貫讐負塗解曇曇驚庭占と

庄内藩主御隠殿

酒井氏庭園
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旧西日川郡役所



殿山が冬季間豪雪の為、司祭や参拝が困難なことから出羽三山
油 k4‐ の 好 腱 千 Aス キ 7tェ

`も
し _´ ,、 フ  讀 キ ^^1●●■ 、一 _,一 一賀社の伴殿で合祭する形をとっている。

られ伝統と
がち継承されており、向拝にほ様々 な彦力がλぎ元

「
格た最餞

れます。四方の額は小野道風が書いたもの

意ilビ]:[]夕3,i[り]i][‖

た僧這Fの
五重塔は免れ

…
出羽三山神社参道

出羽三山神社の参道脇に広
がる杉並木は江戸時代初
期、羽黒山中興の社 と言わ
れた天宥が植林 したもので
ある。植林 した杉は紺齢が

天然記念物に指定されてい
る。天宥は参道の整備にも

署λ奄像[奮警3啓昇‡響
てい る。

]]墨中壬婁橙9創撃量丞王生圃
=」

31～

塔高 :24m、 三間四方、 5層 、柿葺、素
木造で東北地方最古で最も美 しい層塔 とさ

ー

l日 風間家住宅



山形市概要 (山形県HP等 より)
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も国重要文化財に指定されている。

山門は茅葺の趣があ

魯尋喬警暦発音見讐
いる。山門を潜ると
料金所があり奥之院
までは八百余段の石
段が続く。

[量會:|きき:真:【省
寸 (248cm)と 比較的小
さい為、岩窟の中に全体
が納まり隙間を埋めるよ
うに木壁と庇が付いてい
る。昭和 27年 (1952)
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立石寺 (秋の仁王門前)

立石寺・山門
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山寺芭蕉記念館

山形城



造 り、建物 自体はヨーロッパ風の建築様式が用いられ、前庭 と

最上義光歴史館

旧山形県会議事堂



初代山形県令、三島通庸

叫 叫

忌最滑蜃貰LじT「撃否量鑢
×5桑ま重ξξ彗誓誓珀肇讐亀著塑肇:稔暫覗肇禁lこると西郷隆盛に取 り立てられ、武器弾】

て活躍する。

隣曇薄7笑箕凛鶏過是肇襟2北F鵠借拿ξ島離留曹げ蟹ぜ菅守子フイヒ輻
｀

とになる。

3][『
iF雪秀]努燿優層7覆誌奮彩凛零喜i発虜馨異9径駿響9秀層冥讐そbiし

量層傷え言珍負驚警募9警
部大丞を経て、明治7年に酒田県令として赴任 し、明治9

三島通庸が山形で過ごしたのは、

■山形県政に対する志
三島通庸は山形県令に就任する際に、内務卿 。大久保利通に県政運営の抱負を次のように述べている。

|夕導穣喜霧烹i9「賞β曇製危曇λをヒ]夕
を養い、県民の目を広く外の世界へ開かせること。

いて実物による教育を施すこと。
医学教育もおこなうこと。
立を図ること。
すること。

(幕内満雄著「評伝三島通庸」より)

これらの方針により、各地で新道開削、道路整備、擬洋風建築の建設などが行われた。
いくつかの建築物は、火事や時代の流れの中で消失してしまつたが、多くが今なお遺産として残っている。

三島通庸が残 した産業遺産

■山形県庁舎を中心とする新市街地の建設

轟晨源蜃県を祟了[F舎
を中心とする新市街地の建設を行い、市民に明治の新 しい

をう][]う [:』首:〕 :「][曾::

l'落87を菫][[量 貰
逼書とビ;證k的都市へと変貌を遂げ、人々に新 しい国

各蓋ζ曇繁[[1首i墨僣者5革倉會厖ξ奮ち曇き:を,i「
8P箔墓膨誦鶴

1日 山形師範学校本館

橋架橋の道路整備事業など、 に尽力 した。

旧済生館本館

1日 鶴岡警察署庁舎 (鶴 岡市) 日西村 山郡役所 (寒河江市

'

旧東村山郡役所 (天童市 )



■山形県と他県を結ぶ新道開削の事業

くの功績を残している。

電F2曹壕三菅奄傷番l接濤雰辱轟曝寡:臭琺晶I事業

晶乱さ」胃「

隧道」は山形県と仙台を結ぶ関山新道 とし

■山形県内の新道開削と道路整備の事業

1董::]夕雷igttiSi::言撮盪縁菖奎:富:輝1

i導瞥脅薫子港慧
』

`赳

窯爵層奨森きitti♭「 競治天皇

■住民の要望による架橋事業

][;曇業缶[[1重[曾言』[[[:::さ静番搭彙][言言魯置を倉をこ
う各弯辱貧をF充

した。また架橋の時には、アーチ型石橋の技術的な支援など

覗橋 (上 山市)

栗子隧道 (米 沢市) 関山隧道 (東根市 ) 片洞門 (小国町 )

堅磐橋 (上 山市 )

ギ

中山橋 (上 山市) 吉田橋 (南陽市)

新橋 (上 山市)



綺島

鶴岡のシンボルをつくった男
明治の文明開化 とともに一大建築ブームがわき起こり、日本各地に洋風建築が出現 した。その景観・演出は多彩
を極め、衆目を集めたとい う。そして、ここ鶴岡でも、旧西田川郡役所や旧鶴岡警察署など、現在でも観光の名
所 となり、鶴岡のシンボル ともなっている洋風建築がある。これらの産みの親が、高橋兼吉。文明開化という時
代の変革期に生き、和洋折哀の洋風建築による優れた建物を数多く残 した職人の腕が、今再び見直されようとし
ている。

[[l]i:[li][[:曹::li:ち
][曾言[1:「i「::言][::][]を言[]:iき骨:F

書言重稔菫こ[J域15搭差窓喜慧」「P誉顎り穆奎看讐全ut有F翠 8珍晨長た五完皐警意と黒髪公脈Eξ曹葎
明治8氣 結 続 のと割こ羽黒町松ヶ岡の蚕室の設

詣 空嘆[zじせ:董禦 鑑 靭 辮 登 ま多F右衛門の後継者として抜てきされました。このことは、鶴岡の第
ら、彼の華々しい活躍が始まります。

鶴岡初の洋風建築は、明治 9年の朝場学校でした。 「大きな図体のふてぶてしい印象の建
物で、擬洋風小学校 としては、 (中略)日 本最大の規模を誇った。J(藤森照信著、岩波新
書「日本の近代建築」から)と いいます。

この建物には、兼吉が直接建てたとい う記録は残っていませんが、その建設に深 く関与 し
ていたものと言われています。この朝陽学校を見た当時の人はさぞやその異様な姿にびっ
くりしたことでしょう。

兼吉が洋風建築に本格的に取 り組んだのは、明治13年の西田川郡役所。36歳の時で した。
これは時計塔のあるルネ ッサンス風の建物で、入母屋屋根の 1階から最上部の時計塔まで
だんだんと積み重なつていくその形は、強烈に “天守閣"をイメージさせる建物 となって

ざ晨〔ゝ
「

魔岩麗舗 li僧馨′書となだた源卜真巌ふ9痣写ふ現ゝゝ胃追否暴寒憂業?若苦

‐ｔｔ綺

▲西田川郡役所の 2階から
塔に登るつり階段。下から
支える桂がなく、まるで天
守閣に登る細い階段のよ
う。
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の動 神社、卿 昨 の湯剛 由豆
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しか し鶴岡には、なぜこれほどまで多くの洋風建築があるのでしょうか。

これ らの建物を建てるよう指示 したのは当時の県令 (県知事)三島通庸でした。

詈見撼に僚[警見E量筆幕E[F芝ぁて姦F盟曽霞警辱塘理貰真[斐窮調屁Tテ :bら 3被緊9路ξttτ雪争P

15言言条意妥;][[I響書5澪浸讐子1塩
貝男attF苦昆彗業楊曇急:な∫警キ:｀傷鯵あ軍,すじ際霞菫雪

違易響葦盟題業肇蒼警ヒTT逼 9で猾言崎蟹管てF各
地で学校、病院、県庁、郡役所、警察など、新しい機能の

三島は、洋風建築という手法を通して、新しい時代が来たことを誰の日にも明らかな形で示そうとしたのです。

松ヶ岡蚕室 (鶴岡市 ) 旧東 田川郡役所 (鶴岡市) 山居倉庫 (酒 田市)

荘内神社 由豆佐売神社



兼吉が携わった松ケ岡の蚕室や西洋建築の多くには、鶴岡城の瓦が再利用されています。高橋兼吉を研究してい
る鎌田悌治さんは「瓦は当時とても貴重な物だつたんです。刀を差 した侍が、わ ざわざ瓦を 2～ 3枚ずつ担いで
行つたという記録が松ケ岡に残 されています」と語 ります。
そ してさらに、鎌田さんは 「兼吉は江戸時代の瓦で、明治の建物を建てた。確かにお金を節約するという面も
あったと思いますが、兼吉は江戸の材料を再利用して、不似合いでなく、洋風建築を建てた。 これは素晴らしい
ことだと思います。また白い洋風と赤錆色が似合いますよね。兼吉は瓦を再利用す ることで、物を大切にする心
を現代に伝えていると思います」と語 ります。
そ して鶴岡城に使われていた 「赤瓦」の色は、釉薬に入つている錆びた鉄の色。一方、よく見かける黒瓦は、大
正時代になつてからのもので、それ以前はすべて赤瓦でした。その赤瓦を焼くためには、鉄をも溶かす1200度 と
い う高温で焼かなくてはな りません。これほどの高温を出すためには、赤松でつ くった上等の薪でないとダメだ
そ うです。そのため、当然瓦は大変な貴重品となっていました。

「兼吉はあまり多くの大工道具は持たなかったそ うですよ。大工の棟梁と、今でい う設計者 とを兼ねていたんだ
と思います」と鎌田さん。
兼吉は当時の大工としては珍 しく、必ず設計図を書いてから仕事に取 りかかつたそ うです。
致道博物館に残 された彼の製図道具は、そのことを象徴 しているようです。
また兼吉は豪放漏落な人物だつたそ うです。善宝寺五重塔の建築にあたって、他の棟梁と奈良、京都に出かけた
とき、道中、山賊が現れたが、これを兼吉が谷に投げ飛ばした、という豪快な逸話 も残っています。

その反面、彼が残 した建築は繊細です。繊細でありながら、屋根の妻飾 りの
ように、強烈に個性を主張するような独 自の装飾を施 しています。

「建物は人がつくる」

これが兼吉の口癖だつたそ うです。建てられたものには、建てる人間の思い
や考え方が自然とにじみ出てくるということでしょうか。

この競技大会は、全国の予選を勝ち抜いてきた若手大工79人 が、 「四方転び踏み台」という課題に挑み、ミクロ
単位の正確 さを競 う競技です。伊藤さんの腕の確かさが全国 トップレベルであることが証明された結果となりま
した。
伊藤 さんを送 り出した田川建労執行委員長の斎藤員佐記さんは 「若手大工の技能を競 うこの大会には、 6年ほど
前から選手を送 り出していますが、 3年ほど前から、ようやく入賞するようになってきました。今度の銅賞で、
庄内の大工の腕が確かなものだと証明されました。昔から『 温海大工』に『大山左官』と言われて、その腕の良
さは、広く知られているところです。今後も若手育成に励みたいです」と語つてくれました。
大工さんの卵を育てる、鶴岡高等職業司1練校も一時期、生徒数が少ない時代がありましたが、今は毎年25人 くら
いは集まつて、県内一の規模になつているそ うです。
斎藤 さんは、 「会社勤めをやめて、手に職をつけようとしてやつてくる若い人が増えてきていますね。最近は、
プレハブや輸入住宅が増えてきたたんで、大工の腕を見せる仕事が減ってきたんです。昔の大工は『 回は下手だ
ども、腕は確かだ』 で通用 したもんですが、これからは腕をさらに磨いて、さらに在来工法の良さ、本の家の
良さを宣伝 しなくては…」と語 ります。

明治維新という大変革期に、自分の腕を信 じて、見たこともないような西洋風の建物を、見事なまでに作 り上げ
た棟梁たち。一方、戦後最大の変革期 とも言われる予測不能の時代、若い人の間にも手に確かな職をつけること
が、見直されてきています。確かな物をつくる伝統が続 く限 り、どんな時代の変化がきても鶴岡は乗 り越えてい
くことができるでしょう。
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11月 中旬～4月 中旬

mξ嗜森

電線ω輌●

無理はせずに頑張りましょう !

山寺
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いま。むかし④
たかはた

整備された廃線跡をたどつて、かつての高畠駅ヘ

高畠鉄道 ●山形県東■賜郡高自町

●
う

う

現
在
は
山
形
新
幹
線
も
停
車
す
る
奥
羽
本
線
の
高
畠
駅
が
開
業

し
た
の
は
明
治
８
年
（１
９
０
０
）
の
こ
と
で
、
開
業
時
の
駅
名
は

「鸞
ノ
ロ
」。
当
時
の
奥
羽
本
線
は
ま
だ
全
通
前
で
、
駅
は
小
さ
な

も
の
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

大
正
ｎ
年
（１
９
２
２
）、
こ
こ
を
起
点
と
し
て
当
時
の
高
畠
駅

ま
で
を
結
ぶ
地
方
私
鉄
「高
畠
鉄
道
」
が
開
業
す
る
。
高
畠
町
は
古

く
か
ら
生
糸
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
一
一井
宿
峠
を
越
え
て
宮
城

県
白
石
へ
と
延
び
る
七
ヶ
宿
街
道
に
沿
っ
た
町
と
し
て
も
栄
え
て

い
た
が
、
奥
羽
本
線
は
町
の
中
心
か
ら
離
れ
た
場
所
を
通
っ
て
お

ス

鉄
道
建
設
は
町
民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

高
畠
鉄
道
は
大
正
１３
年
に
路
線
を
三
井
宿
ま
で
延
ば
し
、
昭
和

４
年
に
全
線
の
電
化
を
完
成
。
同
１８
年
に
は
合
併
に
よ
っ
て
名
称

を
「山
形
交
通
高
畠
線
」
へ
と
変
え
た
。
廃
止
は
昭
和
４９
年
。
自

動
車
の
普
及
に
よ
る
利
用
者
減
少
の
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
線
路
が
撤
去
さ
れ
た
軌
道
敷
が
再
整
備
さ
れ
、
昭
和

フ
年
に
「ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
」
と
い
う
名
の
遊
歩
道
と
し
て
生
ま

いう
き
あ
いそう

れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
山
形
の
歌
人
、
結
城
京
草

果
が
こ
の
地
方
を
「置
賜
は
国
の
ま
ほ
ろ
ば
菜
種
咲
き
若
葉
茂
り

て
雪
山
も
見
ゆ
」
と
歌
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
も
の
。
様
ノ
ロ
駅

（平
成
３
年
に
高
畠
駅
に
改
称
）
と
旧
高
畠
駅
を
結
ぶ
約
６
キ
ロ

の
道
沿
い
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
植
え
ら
れ
、
季
節
感
に
溢
れ

た
風
情
は
、
「ま
ほ
ろ
ば
＝
周
囲
が
山
々
に
囲
ま
れ
た
平
地
で
、
実

り
豊
か
な
住
み
よ
い
所
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
。

糠
ノ
ロ
駅
か
ら
旧
高
畠
駅
に
向
か
っ
て
２
駅
目
の
竹
の
森
駅
は

現
在
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム
跡
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し

て
高
畠
町
役
場
の
近
く
に
は
、
旧
高
畠
駅
舎
が
美
し
い
姿
を
と
ど

め
て
い
る
。
一石
造
２
階
建
て
の
建
物
に
は
風
格
が
備
わ
り
、

，）
」

に
山
形
交
通
の
本
社
が
置
か
れ
た
時
代
が
鶴
ば
れ
る
。
か
つ
て
線

路
が
あ
っ
た

一
角
に
は
、
車
両
３
両
が
保
存
展
示
さ
れ
て
お
ｋ

駅
舎
と
の
美
し
い
対
比
を
見
せ
て
い
る
。

ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
は
、
旧
高
畠
駅
以
東
で
は
軌
道
敷
か
ら
徐
々

「
鉄 〕

"選
羞
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中性■諄を低下させる作用のある

薔 由 晩 轟 蹟 亜 轟 麟・
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イマEり麗
01日 1■●日,に●飲みくだ
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みやすい三■ベースコーグルト●嗽
豪1… 下

'"に

は●人螢′らはす.豪2鯛 1年1月中な01tm

性
脂
肪
が
，
気
に
な
る
方
に

lEl!!arutvr,
100mlX10本 (約 10日分)

i ‐ ヽ

【日常価格3,150円 送料別途525円】

… …

面 0120・ 231・100
1m:早日′0:00‐ 21:00■ ,日・●B/9:m‐ 10:∞

●こ覧になつている「blを おつしゃつてくださしヽ

駆 海の元気倶楽部
日本水産株 式会社 謝置器 乱の2

□
寝
讐
里
優
の
旧
置
響
腱
駅

当
時
の
駅
舎
（画
面
右
端
）
は
石
造
で
な
く
、
ま
だ
木
造
だ
っ
た

花壇が設けられ、公日として生まれ変わった

高
畠
町
郷
土
資
料
館
が
あ
る
「ま
ほ
ろ
ば
古

（い
に
し
え
）
の
里
歴
史
公
園
」
は
、
縄
文
時

MEMO
mH田
山形新幹線高畠駅からタクシー10九 またはレンタサ

イクル約30分

■自E●±■4●
9時30分 ～16時30ふ 月曜 .祝日と12～3月休。入

館料 100円。高畠駅からタクシー約15分もまたはレン

タサイクル約40分。●0238・ 52・ 4523
日光の日い會わせ

高畠町観光協会●0238573844

平成23年 6月 16・ 17日取材 取材/池口英司

に
離
れ
る
が
、
現
在
は
蛭
沢
湖
付
近
ま
で
延
び
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
散
策
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
好
適
な
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旧
高
畠
駅
か
ら
徒
歩
約
∞
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
高
畠
町

郷
土
資
料
館
」
に
は
、
高
畠
鉄
道
に
関
す
る
資
料
が
、
美
し
い
状
態

で
曇
不
さ
れ
て
い
る
。
今
は
鉄
道
の
な
い
山
の
中
の
小
さ
な
町
で
、

在
り
し
日
の
鉄
道
の
面
影
が
、
大
切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

現在の山形新幹線高島駅。構内の総合観光案内所では
レンタサイクル(3時 F・1500円 )が借りられる



日
本
海
側
最
北
の
前
方
後
円
墳

南
陽
市
の
稲
荷
森
古
墳
は
、
米
沢
盆
地
の

北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

全
長
九
六
メ
ー
ト
ル
で
山
形
県
内
で
は
最

大
で
す
。
ま
た
、
日
本
海
側
で
最
も
北
に
あ

る
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
こ
の
古
墳
は

前
方
部
が
後
円
部
に
比
べ
て
極
端
に
小
さ

く
、
空
か
ら
眺
め
る
と
お
銚
子
の
よ
う
な
形

状
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
豪
族
た
ち
が
古
墳
を
つ
く
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
二

右/底部穿孔土師器 備生田山3号墳から出土)。 底に穴が開けられている

左/底部穿孔土師器 吐器片)の出土状況

年

（
一
九
七
七
）
に
稲
荷
森
古
墳
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
形
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
さ
か
の

は
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
二
～
三
年

（
一
九
八
七
～
人
）
に

行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
、
底
部
穿
孔
土
師

器

（意
図
的
に
穴
を
開
け
て
あ
る
）
と
い
う

儀
式
用
の
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
土
器
類
の
形
状
か
ら
、
築
造
年
代
は
古
墳

時
代
前
期
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
地
方

を
支
配
し
た
首
長
の
墓
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
稲
荷
森
古
墳
は
史
跡
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
お
り
、
学
習
コ
ー
ナ
ー
の
古
墳

広
場
に
は
、
周
辺
の
代
表
的
な
古
墳
の
立
体

模
型
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

87

い
な
り
も
り
こ
ふ
ん

史跡整備後の稲荷森古墳

一稲

青

森

古

墳



稲荷森古墳 ‐Wikipcdia 1/1ページ

稲荷森古墳

出典:フリー百科事典『ウィキペディア(wikipedia)』

稲荷森古墳 (いなりもりこふん)は、山形県南陽市長岡にある古墳時代前期後半から中期前半に築造さ
れたと推定される前方後円墳。

1日 次

● 1概要
■ 2主な出土遺物
■ 3所在地
■ 4交通アクセス
■ 5関連項目
■ 6脚注
目 7出典・参考文献
● 8外部リンク

概要

]:III   ttt轟翁積砦麗霧鷺言語番怠暑
らる。後円部に比べて前方部がやや短い。後円部頂

上は平坦で、稲荷の祠 (ほこら)がある。

i離壁嶽難鮮鮮彗野穏蓮菫鶏艦離挽慮
墳、川西町天神森古墳などが発見されている口]。

1980年 (昭和55年 )には、国の史跡に指定された(指定地面積、10,1827平方メートル)。 その後の1987
年 (昭和62年 )と 1988年 (昭和63年 )の発掘調査では、被葬者の埋葬施設には石室が存在しないことが
わかり、このことから木棺を墳丘内に直接埋葬したもの(木棺直葬)と考えられている。また、高杯形土
師器と、底部穿孔土師器という珍しい土器も出土したが、埴輸や葺石等は確認されていない。

宮城県名取市の大塚山古墳や同県色麻町の念南寺古墳、福島県浪江町の堂の森古墳などと計測上
同―タイプの古墳であり、これらの古墳との関連性力ぐ

隻写

とれる。
ご奮凛竃霞

県
〔蹴 亀嚢背地方最大の前方後円境である雷神山古境を築造し

れる121。

現在は史跡公園として整備されているが、整備される以前は森林が無秩序に生い茂っており、荒れ放
題であった。ただ、近隣の子供達からは「キッネ山」の愛称で呼ばれ、クワガタ虫の取れる山として有名
であった。

主な出土遺物

■高不形土師器 (たかつきがたはじき)

■底部穿孔土師器 (ていぶせんこうはじき)

hffn. //i, rrriLi ,1F.l iq r,.o ltilti /oAE'|o/^ tt Qo/^D1o/-D 9o/- er.to/-D1ot E aot a 1o,/ 
^ 

n.'/ r.^ / nn^ ,



日向洞窟/山形県高畠町の歴史

と呼Iまれ、遺跡は、西から第Ⅳ岩陰、第1洞菫、第■洞窟、第■岩陰の4カ所の洞窟、岩陰により構成

されています。

洞菫が遺跡として認知されたのは昭和29年のことで、翌30年第 1洞窟の調査が行われました。この

調査により出土した土器片が、最古期の縄文土器群として一日■目され、昭和32年、33年と継続して

調査が行われました。昭和45年には、高畠町史編纂の一環として再び調査が実施されています。計4

回にわたる調査により、たくさんの遺物が出上しましたが、とりわけ最も下の層から出上した藤撻線文土

器や爪形文土器等の土器群や、それに伴う石槍、有舌尖順器、断面三角形錐、植刃、矢柄研磨器、局

部磨製石斧、半月形石器等の一連の石器群は、縄文土器の起源に関する問題に新たな一頁を開くとと

もに、縄文文化の始源、車創期研究に大きく貢献しました。

これらのことを踏まえて、昭和52年2月 17日 目指定史跡として指定されました。その後、昭和62年か

ら平成元年にかけて、第 1洞目から西へ約150,「‐トル離れた地点(西地区)について町教育委員会に

より調査が行われました。その結果、良好な車創期の遺物包含層が確認され、膨大な量の上審や石器

が出土しました。また、石器を製作するときに生じる割片や砕片の集中が随所に見られ、石器製作跡の

様相を星していました。この西地区の調査により、遺跡が洞菫外の広範囲に広がりを持つことが明らか

になつています。

高畠町教育委員会資料より引用

1ヽ11(|」 ,ヽ:|●

草
創
期
の
縄
文
人
の
居
住
洞
窟

置
賜
盆
地
の
東
端
に
位
置
す
る
高
畠
町
近

辺
で
は
、
古
く
か
ら
良
質
の
凝
灰
岩
を
産
出

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
凝
灰
岩
地
帯
に
は
、

洞
窟
や
岩
陰
が
無
数
に
あ
り
ま
す
ｏ
そ
の
中

の
い
く
つ
か
を
、
縄
文
人
た
ち
は
利
用
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の

一
つ
、
日
向
洞
窟
で
は
昭
和

三
〇
年

（
一
九
五
五
）
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
縄
文
時
代
草
創
期
の
土
器
片
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
出
土
し
た
土
器
片
に
は
当
時
の

日

向

調

窟

食
べ
物
の

一
部
が
付
着
し
て
い
る
も
の
も
あ

り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
形
県
立
う
き
た
む
風
土

記
の
丘
考
古
資
料
館
で
、
出

土
し
た
遺
物
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
に

あ
る
一ちル
に
洞
窟
、
た
二
洞

窟
も
、
国
指
定
史
跡
で
す
。

評 謄
毅
爾

計

鐸

土
器

し
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